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私たちは真心の医療と福祉を通じて、地域の人々に貢献します

祐 生 会 の 基 本 方 針

私 たちは 地域 に密着し安 心して医療･ 福祉を 受けられる病 院･ 福 祉施設 を目指します。

そ のた めに次 に掲 げる項目 に取組 みます。

1.地域の人々から信頼さ れ安全で質の高い医療体制の構築と真心の医療サービスの提供

2.地域連携の充実による地域 完結型の医療 サービスの提供

3.高齢化時代に対応するための福祉施 設の充 実と真心 の福 祉サービスの提供

4.予防医療に対する健診･指導の充実と 地域健康教育活動の充実

5.受診さ れる皆様の権利の尊重

当院での
肺癌治療について

一

Ｃ

ｙ
＜

、

日

本

人

の

死

亡

原

因

第

一
位

の

悪

性

新

生

物
（
い
わ

ゆ

る
「
癌

」
）
の

中

で

も

、
原

発

性

肺

癌
（
以

下

、
単

に

肺

癌

）
は

近

年

、
年

間

死

亡

者

数

が

最

多
で

す

。
肺

癌

の

診

療

に

、
み

ど

り
ヶ
丘

病

院
で

も

今

年

か

ら

積

極

的

に

関

わ
っ
て
い

く

方

向

に

な

り

ま

し

た

。
肺

癌

診

療

の

当

院

で

の

現

状

を

お

話

し

ま

す

。
ま

ず

、
肺

癌
の

発

見

か

ら

診

断

確

定

に

至

る

手

順

は

次

の

よ

う
に

な

り

ま

す

。

①
Ｃ

Ｔ

や
レ

ン
ト

ゲ

ン

等
で

の

肺

癌

を

疑

わ
せ

る

陰

影

の

判

明
（
画

像
診

断

＝

存

在

診
断

）

②

最

終

的

な

病

名

の

確

定
（
＝

確

定

診
断

）
の

為

の

、
陰

影

部

分

か

ら

の

癌

の

細

胞

や

組

織

の

証

明
（
病

理
診

断

＝

確

定

診
断

）

現

在

当

院

は

、
胸

部

レ

ン

ト

ゲ

ン
・
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ

Ｒ
－

等

の

画

像

検

査

の

設

備

が

揃

い

、
肺

癌

の

疑

い

や

発

見

工

記

①
）
が

可

能

で

す

。
ま

た

、
②
の

確

定

診

断

の

検

査

と

し

て

、
胸

水

検

査
・
気
管
支
鏡
検
査
等
が
可
能
で
、

こ
れ
ら
に
よ
り
、
多
く
の
肺
癌
の

診
断
の
確
定
が
可
能
で
す
。

進
行
段
階
（
＝
病
期
）
に
よ
っ
て

治
療
の
内
容
・
方
針
が
異
な
る
為
、

診
断

確
定
の
次
に
は
、
進
行
段
階

の
決
定
万

病
期
診
断
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
各
転
移
巣
（
リ
ン
パ

節
・
脳
・
骨
）
の
検
索
方
法
と
し
て

は
、
当
院
で
可
能
な
上
記
画
像
検

査
以
外
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
（
癌
の
病

巣
発
見
の
為
の
全
身
画
像
診
断
）

が
あ
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
に
つ
い
て

は
他
院
へ
の
依
頼
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
治
療
と
し
て
、
剛

手
術
口
放
射
線
治
療
ぶ
全
身
化
学

療
法
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
病
期
、
肺

癌
の
種
類
、
全
身
状
態
等
に
応
じ
て

ｊ１

～

ぐ

即
の
内
か
ら
１
～
３
個
が
選

択
さ

れ
ま

す
。
ま

た
、
こ

れ

ら
積

極

治

療

を

選
択
せ

ず

に
、
経

過
観

察
や

、
支

持
療

法
（
症

状
を

和
ら

げ

る
治
療

）
の

み
と
す

る
ケ

ー
ス

も
あ
り

ま
す

。

当

院

で
、
化

学

療

法

を

受

け

て
い

る

患

者

様

も

い
ら
っ
し

や
い

ま

す

。

肺

の

手

術

、
放

射

線

治

療

の

優

先

度

の

高

い

方

、
ま

た

、
診

断

確

定

の

為

に

、
気

管

支

鏡

検

査

等

以

外

の

検

査

が

必

要

な

方

は

他

院
へ

の

紹

介

を
行

い

ま

す

。
当

院
に

罹

ら
れ

る

方

に

は
、
病

状

だ

け

で

な

く

生

活

ス

タ

イ
ル

等

も

考

慮

し

て

診

療

を

進

め

ま

す

。
今

後

、
診

療

の

幅

を

拡

げ

、
発

展

さ

せ

て

い

き

ま

す

の

で

、

宜
し

く
お

願

い
致

し

ま

す

。

②

●気 管支鏡 検 査･ 胸水

の 採取

４ 細 胞･ 組織 の証 明( 病

理 診断) ＝ 確定 診断

● 造 影MRI( 脳)､ 胸部

腹 部CT､ 全 身PET

一々 病巣 の 拡がり具合 の

診 断＝ 病期 診断

ＪＬ 医 療 法人 祐 生 会 〒569-1121大阪府高槻市真上町3丁目13番1号
¬「 み ど りヶ丘 病 院TEL.072-681-5717 FAX.072-682-6747
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中村整形外科

中村 昭文 院長

診
察
を
始
め
ら
れ
た
経
緯

平
成
１３

年
に
関
西
医

科
大
学

を
卒

業
し
、
整
形

外
科

の
勤
務

医
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
院

は
、

昭

和
4
6
年
に
父

が

開
業
し
、
平

成
２１
年
４

月
よ

り
父
の
跡
を
引

き
継

ぎ
、
診

療
を
開

始
し
ま
し

た専
門
分
野
に
つ
い
て

整
形
外
科
一
般
に
外

傷
の
縫

合
や
処
置
も
行
っ
て
い
ま
す
。
資

格
と
し
て
は
、
日
本
整
形
外
科
学

会

認
定
専
門
医

、
脊
椎

脊
髄
病

医
、
リ
ウ
マ
チ
医
及
び
医
学
博
士

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
医

療
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
か

患
者
さ
ん
に

自
分
の
思
い
を

し
っ
か
り
話
し

て
い
た
だ

き
、

共
に
考
え
な
が

ら
治
療
方
針
を

決

め
て

い

ま

す
。
何
の
為
に

治
療

を
受
け
て
い
る
の
か

を
患

者
さ
ん
が
理
解
し
、
考
え
て
頂
く

よ
う
な
説
明
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
設
備
の
中

で
診
療
す
る
上
で
、
病
院
と
の
連

携
は
重
要
と
伝
え
て
い
ま
す
。

み
ど
り
ヶ
丘
病
院
へ
の
要
望

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

の
連
携
や
相
談
出
来
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
の

日
の
空
床
状
況
が
確
認
で
き
、
手

術
日
程
等
も
分
か
れ
ば
紹
介
が

ス
ム
ー
ズ
に
出
来

る
と
思
い
ま

す
。

中
村
先
生
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勤
務
医

で
の
経
験
を
基
に
医
療
連
携
を

考
え
ら
れ
て
い
て
、
気
遣
い
の
あ

る
先
生
の
優
し
い
お
人
柄
が
印

象
的
で
し
た
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中 村 整 形 外 科

〒569-0034
高槻市大蔵司2-53-8　TEL 072-687-6796

診療時間

171777 ‾^‘ ‾
16:00 ～19:00 ○　○　／　○　○　／

上 記／印､日 曜及び 祝日 は休診です。

2012 市民の健康フェア

記念講演会

９
月
２
日

百

）
高
槻
市
現
代

劇
場
に
て
、「
2
0
1
2

市

民
の

健
康
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
記
念
講
演
会
に
、
当
院

理

事

長
の

甲

斐

史

敏
医

師

が

『
ロ
コ
モ
予
防
で
健
康
長

寿
。
元

気
で
素
敵
な
明
日
の
た
め
に
Ｉ
・
』

と
の
題
名
で
講
演
を
行
い
ま
し

た
。「

ロ
コ
モ
」
と
は
、
ロ
コ
モ
ー
テ

ィ
ブ
症
候
群
の
略
で
運
動
器
の

障
害
で
要
介
護
に
な
る
危
険
性

が
高
い
状
態
を
さ
し
、
講
演
で
は

ロ
コ
モ
に

関
わ
る
疾
患
や
治
療

法
等
を
分
か
り
易
く
解
説
し
ま

し
た
。
途
中
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
の
森
脇
美
早
医
師
か
ら

の
講
義
と
、
ロ
コ
モ
予
防
の
体
操

を
皆
様
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

皆
様

、
熱
心
に
話
に

耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
、
講
演
会
は
盛
況
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。



｢看護の日｣記念行事

看護部　主任

安井香世

ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
の
生
誕
日

に
あ
わ
せ
て
、
毎
年
５

月
１２
日

を
「
看
護
の
日
」
と
し
て
、
全
国

各

地
で
記
念
行

事

が
開
催

さ

れ
て
い
ま
す
。
当

院
の
看
護

部

で
も
、
毎
年
記
念
行
事
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

今

年
は

第
2
0
回

を
迎
え

新

た
な
趣
向
と
し
て
、
管
理
棟
会

議

室
で
は
脳

神
経
外

科
の

渡

部
琢
治
医
師
に
よ

る
「
め
ま
い
」

の
講
義
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

み

ど
り
ケ
丘
荘

管

理
者
の
村

上

宏
三
氏
に
よ

る
「
認
知
症
」

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

１
階
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室
で
は
、
健
康
フ
ェ
ア
と
し
て
、

血
圧
・
血
管
年

齢
・
骨

密
度
測

定
、
入
口
で
は
職

員
供
出
品
に

l

＾

ａ
Ｂ
５
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Ｕ
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よ
る
バ
ザ
ー
を
行
い
、
そ
の
収

益
金
は
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
３
会
場
で
の
取
り
組

み
は
、
看
護
部
主
催
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
病
院
全
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
が
不
可
欠
で
し
た
。
ま

た
、
何
よ
り
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
と
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
で
、
成
功
に
至
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

初
の
試
み
で
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
医
療
の
提
供
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

VL＝

みどりヶ丘病院
院内 ＢＬＳチーム

外来看護師

(ACLS 大阪認定インストラクター)

(日本救急医学会認定インストラクター)

林 直 美

当

院
で
は
、
日
々
救
急
医
療

に

携
わ
っ
て
い
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
次
救
命
処
置
）

に

対

す
る
共

通
認
識
と

技
術

の
向
上
、
地
域
住
民
の
方
々
と

講
習
会
を
通
じ
て
の
交
流
を
目

的
に
、
今
年
度
よ
り
院
内
Ｂ
Ｌ

Ｓ

チ

ー
ム
を
立

ち
上

げ
ま
し

た
。現

在
は
、
院
内
で
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ

研

修
会
及

び
院

外
で
の
Ｂ

Ｌ

Ｓ

、
Ａ

Ｌ

Ｓ
（
二

次

救
命
処
置
）
コ

ー
ス

へ
の
参
加
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

生
命
の
危
機
を
伴

う
患
者

様
に

対
し

て
、
救
急
蘇
生
法
に

自
信
を
も
っ
て
実
践

す
る
た
め
に
は
、
科
学
的
根
拠

に

基
づ
い
た
指
針
に
沿
っ
て
、

正

確
な
知

識
と

技
術
の
習
得

が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、チ
ー
ム

蘇
生
を

習
得

す
る
こ
と

も
必

要
と
な
り
ま
す
。

救
急
蘇
生
法
に
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ

と
Ａ
Ｌ
Ｓ
が

あ
り
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一

次
救

命
処
置
）
は
一
般
の
方
々

で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
皆
様
を
対
象

に
、
救
命
処
置
を
必
要
と
さ
れ

る
傷
病
者
の
評
価
方
法
や
、
心

停
止

時

の
的
確

な
Ｂ

Ｌ
Ｓ

の

方
法
、
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方

法
を
実
習
し
て
頂
く
た
め
に
、

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

講義｢糖尿病の運動療法｣

人工呼吸･心臓マッサージ･ＡＥＤの使い方

講義｢嘸下障害とは｣､｢食事の介助方法｣

講義｢口腔ケアと誤嘸性肺炎について｣

講義｢介護保険について｣､ねたきり予防体操

高脂血症の病気の知識､食事･運動療法について

糖尿病教室

心肺蘇生法講習会

介護教室

介護教室

介護教室

高脂血症教室

■ ■・ Ｅ 腫m71

10月27日　土曜日　　14:00

10月27日　土曜日　　14:00

土曜日　　14:00

14:00

14:00

14:00

土 曜日

土 曜日

11月10日

11月17日

11月24日

教
室
カ
レ

12 月１日　　土曜日

参加ご希望の方は､病院(072-681-5717) までご連絡下さい。 受付時間:9:00 ～16:00　会場は当日受付でご案内いたします。

ホームページでも､教室や行事予定を確認していただけます。



M
Ａ

＞
　
ｍ

＾

＜

　
ｌ
Ｅ

Ｌ

Ａ

ｖ
o
l
.０

２

高齢社会にむけた

急性期医療

新井基弘院長

2
０
１
２
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1
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査

技

師

、
歯

科

衛

生

士

、
ク

奮

ご

リ
　
　
　

ラ

ー

ク

と

い

っ

た

多

職

種

が

《

1
　
　

1匹

一
一
ｔ

ｔ

犬
　

病

棟

に

配

属

さ

れ

、
マ

ン

パ

ｊ

Ｍ
　

ワ

ー

の

溢

れ

た

病

棟

で

豊

か

な

チ

ー

ム

医

療

を

展

開

し

て

医

療

の

質

や

生

活

の

質

を

向

上

さ

せ

、
い

か

に

早

く
「
満

日

本

は

高

齢

社

会

に

進
ん

で

い

き
ま

す

。
現

在

、
み

ど

り

ヶ
丘

病

院

で

は

６５

歳
以

上

の

患

者

さ

ん

が
7
6

％

を

占

め

て

お

り

、
団

塊

の

世

代

の

高

齢

化

に

伴

い
、
高

齢

患

者

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

増

加

し

、
医

療

の

高

度

化

と

相

ま

っ
て

、
急

性

期

病

院
に

と
っ
て

、
た

い
へ
ん

な

時

代

を
迎

え

よ

う

と
し

て

い
ま

す

。

こ

れ

か

ら
の

高

齢

社

会

の

急

性

期

医

療
は

、
根
幹

部
分

の

治
療

を
専

門

家

チ

ー
ム
が

い
か
に

迅

速
、
確

実

に

行

う

か
に

か

か
っ
て
い
ま

す

。
そ

の

後

、
こ

れ

ま

で
の

医

師

、
看

護

師

中

心

の
マ
ン
パ

ワ
ー
の
少

な
い
病

棟

で

は

な

く
、
医

師

、
看

護

師

は

も

ち

ろ
ん
、
理

学
療

法
、
作

業
療

法

、
言
語

療

法

な

ど
の

リ
ハ

ビ

リ

ス
タ
ッ
フ
、

薬

剤

師

、
管

理

栄

養

士

、
ケ

ー

ス

ワ

ー
カ

ー

、
臨

床

工

学

技

士

、
臨

床

検

足
し
て
」
自
宅
に
帰
っ
て
い
た
だ
く

か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に

も
医
師
、
看
護
師

を
は
じ
め
と
し
て
多
職
種
の
マ
ン

パ
ワ
ー
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
と
、

ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
質
の
向

上
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。ハ
ー
ド
と
共
に
ソ
フ
ト

面
も
充
実
さ
せ
、
夢
と
使
命
感
を

も
っ
て
、
新
た
な
時
代
を
皆
さ
ん
と

と
も
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
開
か
れ
た
病
院
運
営

を
心
が

け
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な

民
間
病
院
の
活
力
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
病
院
と
し
て
あ
り
続
け
る
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢ 写 真 にできること。｣

総務部長　高塚孝一

学生 時 代 から 趣味 として 写 真を 撮っ

てい ます｡ 風 景 写 真 が 中心 で すが 最

近 はモノクロで 抽 象的 な テ ーマで 写

真を撮っています｡こ れまで個 展を ３

回､カメラ 雑誌 の月 例コンテスト等 に

も 何 度か 入賞 しました｡ 写真 ぱ 癒し

のアート″です｡医 療分 野でもフォトセ

ラピ ーという写 真 を使 った 治療 法 が

あります｡当病 院でも 患者 様 の癒しに

なるような写 真展示を 考えてい ます。

“晩秋のセントラル パーゲ に ユーヨーク)ブ ルックリン にて

広報委員

今回も職員全員の協力で､無

事に 第２号を発 行する事が

できました｡前回の創刊号か

ら６ヶ月が 経ち､その間 には

自然 災害 や政 治･ 経済 問題

など様々な事が起こっていま

す｡こういう時こそ､思いやり

の気持ちが人と人をつなぎ、

乗り越えていく力 になると思

います｡第 ３号の発行も 職員

一 丸となって頑張ります。
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